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はじめに  

令和の時代では、一人一台パソコンはスタンダードであり特別なことではあり

ません。令和の時代を生きる子供たちにとって、一人一台パソコンは鉛筆やノー

トと同じマスト・アイテムです。そして、これまでの教育技術にＩＣＴ技術を加

えることで、授業は変わるし、変わらないといけないということです。  

国は、「GIGA スクール構想」に約４６１０億円を投じています。各自治体が

負担した額を合わせれば、実質はその倍くらいの税金が、学校教育に投じられた

ことになります。過去にこれだけの国家予算が教育改革に使われたことが果たし

てあったでしょうか。それだけ一人一台を整備し教育を変えることは国家的プロ

ジェクトなのです。  

 本県では、令和２年度には全ての公立小中学校で、令和３年度にはすべての高

等学校で一人一台パソコンが配備されました。特に高等学校は、国が設けた３人

に１人の基準を遥かに超えています。「GIGA スクール構想」に対する本県の本

気度が伝わってきます。  

本校では、全教職員が「高尾台授業スタイル」に取り組んでいます。この「高

尾台授業スタイル」の肝は ICT と学び合いです。明治初期の学制から続いてい

る指導法ではなく、オンラインとリアルを組み合わせたハイブリットな授業を毎

日実践しています。どの教科も毎時間、生徒・教師が当たり前のように ICT を活

用しています。  

端末を使った授業は、子供のやる気を高めるだけでなく、知識・技能や思考力

や表現力を高める上でも効果的があることを日々実感しています。  

我々教職員はＩＣＴのデメリットの側面を理解しながら、それ以上にメリット

の側面に目を向けてこれからも授業改善に取り組んでまいります。  

今年度、本校において取り組みました研究を本紀要にまとめました。ご一読い

ただき、皆様の授業改善の一助に役立てていただければ幸いです。  

 

令和６年３月末日  

金沢市立高尾台中学校  校長  宮坂  巌  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 研究主題 

令和の日本型学校教育の実践 

～プログラミング的思考の育成を目指して～  

 

２ 研究の重点 

①  「高尾台授業スタイル」（資料は別紙１）を共通実践し、全員参加型授業

をつくる 

ICT を日常的に活用したり、ペアやグループでの学び合いを必ず取り入

れたりすることで、一人も取り残さない授業を実践する。また、「振り返

り」の時間を通して自己の変容を自覚させる。  

②  プログラミング的思考の育成 

教育課程全体を見渡しながら、教科の枠を越えてあらゆる場面でプログ

ラミング教育を実施する。また、ゴールイメージに向けて、フローチャー

ト等を活用し、トライ＆エラーを繰り返しながら自分で最適な方法を発

見する力を育む。 
 

３ 実践した内容 

  ４月 研究部会開催「今年度の研究の進め方について」 

           「高尾台中のプログラミング教育とは」  

     校内研修会①実施 

        「本校におけるプログラミング教育とは」（資料は別紙２） 

  ５月 校内研修会②実施  

講師：金沢市教育委員会学校指導課主任指導主事 原 宏史氏 

        演題：「プログラミング的思考」の育成に向けて  

     研究部より 授業モデルの提示 

     １年生向けプレゼン実施（資料は別紙３） 

    

 

 

 

 

 

 

 

  

６・７月 各教科において「プログラミング的思考」を取り入れた授業実践 

  ８月 校内研修会③実施「各教科による実践報告会Ⅰ」 

     金沢市研修への参加（研究部） 

     学年別授業検討会 

９月 校内研修会④廣野教諭・山崎教諭・上野教諭による研究授業 

 

 

 

 

 

  

  



     金沢大学准教授 加藤 隆弘氏による講演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月～２月 各教科において授業実践 

 １１月 吉岡教諭・増本教諭・宮﨑教諭 県外視察 

     ＊視察内容は１２月の職員会議にて報告 

 １２月 校内研修会⑤実施「県外研修報告会」「各教科での実践報告会Ⅱ」 

  ２月 校内研修会⑥実施「各教科での実践報告会Ⅲ」 

３月 研究のまとめと来年度へ向けて 

 

＊上記に加え、定期的に研究部会と教科部会を実施し、情報交換を行った。  

 

 

４ 成果と課題 

  重点①について 

  今年度は全職員が共通して「高尾台授業スタイル」を実施し、ICT を日常的

に取り入れながら、ペアやグループでの「学び合い」を必ず取り入れることで、

一人も取り残さない全員参加型授業の実現を目指してきた。また、本校では「プ

ログラミング的思考」を「論理」と再定義し、授業の中で根拠を持って話す生

徒の育成を目指した。 

 生徒アンケートの結果からは、「話し合い活動を通じて、自分の考えを深め

たり、広げたりすることができていると思う」という質問に対して肯定的な回

答をした生徒の割合は前後期ともに９０ポイントと、生徒は学び合いを好意的

に捉えていることが分かった。ICT の活用に関しても、「一人一台端末を活用し

た授業が好きだ」という質問に対して、前期は９０ポイント、後期は８６ポイ

ントが肯定的回答をしている。今後は、「協働的な学び」と「個別最適な学び」

を授業の中で両立させ、より一体的に充実させることで「主体的・対話的で深

い学び」を実現していきたい。 

 

 重点②について 

 昨年度は研究初年度ということもあり、まず「プログラミング的思考とは何

か」「授業でどのように取り入れるか」と手探りの状態から研究をスタートし

た。フローチャートについても初めての試みのため、教科部会での情報交換や、

教科の枠を越えての実践報告会を行った。今年度も昨年度と同様「なぜ今プロ

グラミング教育なのか」「何のためにフローチャートを用いるのか」など、ね

らいを明確にした上で、それを生徒と共有しながら研究を進めた。今年度は、

重点①でも述べたように、「高尾台授業スタイル」を基に、ゴールを明確にし、

教師が話す授業ではなく、ファシリテーターとして授業ゴールに導く存在であ

  



ることを共通理解した。その中で今年度は、必ずしもフローチャートを毎回使

わなくてもプログラミング的思考は身に付くという共通理解に至った。どのよ

うなアイテムを用いるかが大切なのではなく、どのように全員に課題を自分事

として捉えさせ、ゴールまでの最適な道のりを自分で試行錯誤しながら考えさ

せることの方が大切である。そのために、「やってみたい」「考えたい」「なぜ

だろう」と最初に思わせるための課題やゴールを教科で工夫して設定した。 

 

文責：吉岡恵梨（研究主任） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



（別紙１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 （別紙２） 

高尾台中のプログラミング教育とは 
 

１  プログラミング教育の目的  

①「プログラミング的思考」を育むこと 

②コンピューターを上手に活用し、身近な問題を解決したり、よりよい社会を築いたりし  

ようとする態度を育むこと 

③各教科での学びをより確実なものにすること 

 

２  プログラミング的思考とは 

 【国】  

・自分が意図する一連の活動を実現するために、どのような動きの組合せが必要であり、

一つ一つの動きに対応した記号を、どのように組み合わせたらいいのか、記号の組合せ

をどのように改善していけば、 より意図した活動に近づくのか、といったことを論理的に考

えていく力。 

 

【高尾台中学校】  

・本校は、国のプログラミング的思考を以下のように捉え直す。 

 

①プログラミング的思考を問題解決の「アルゴリズム」と定義する。 

→問題解決の「アルゴリズム」とは問題解決のため論理力（ロジック）であり、国の定義  

とのズレはない。 

→昨年までは「アルゴリズム」をフローチャートで示した。今年度は、フローチャートに  

こだわらないが、先生も生徒も授業でアルゴリズムを意識していく。  

したがって、フローチャートを書かないだけで昨年の研究の方向性は同じである。 

→ただし、研究指定校であるので、指導案には、どこにアルゴリズムがあるのかは明記  

する。 

 

（例）以下は全て問題解決の「アルゴリズム」  

 

・授業の高尾台授業スタイルで一般的な問題を解決  

・数学の因数分解の解法でアルゴリズムを活用  

・理科の実験で「問題→予想→実験→結果→考察」を活用  

・社会の時間で、根拠を明確にして説明する など 

 ※特別なことではなく、今まで皆さんがやってきたこと  

 

３  その他  

・プログラミング教育の研究を高尾台中授業スタイルの組み込んでしまう。  

・したがって、高尾台授業スタイルの肝であった① ICT②学び合いに③アルゴリズムを追

加する。 

 研究はあくまでも生徒のため。確認だが、本校の目的は「自己実現」、目指す生徒像

は「自ら進んで学ぶ」「規範と人権」「レジリエンス」、この具現化については、高尾台授

業スタイル（アルゴリズムを追加）、つまり年間１０００時間の授業で身に付けさせる。  

 



（別紙３） 

  

  

  

  

          

                          

        

      

            

          



  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


